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聴覚障害者の文言己憶に関する実験的研究

一呈示方法・呈示時間と熟知度の影響一

都築 繁幸・岡田　　明

I　はじめに

　聴覚障害者の記臆に関する研究は，従来より様々な観

点からたされている。

　呈示方法の側面からみれば，聴覚障害者の記憶課題は

主に，刺激を視覚的に呈示することによってなされてき

た。01sson，J．E．とFurth－H．G－4）は刺激の呈示方法

による記憶スパソの違いを検討している。彼らの結果に

よれぼ，聴覚障害者は，数字カードの同時呈示，継時呈

示による記憶スバソにおいて，どちらとも健聴者よりも

劣り，継時呈示と同時呈示を比較すると継時呈示のスパ

ソの方が狭かった。また，聴覚障害老は，数字の記憶ス

パソよりも平仮名の記億スパソの方が長いことが示され

ている。

　したがって，平仮名から構成された文の記億において

呈示方法の影響を明らかにすることは重要である。何故

たら，平仮名は音節と意味が対応’し，数字よりも聴覚的

な要因が大きく，そうした集合体である文における記億

の影響は平仮名と文におげる場合とでは異なることが予

想されるからである。

　しかしながら，聴覚障害者の文記憶に及ぼす呈示方法

の影響についての研究はまだなされていない。

　一方，呈示時問に関しては，暗記学習において，一定

のリストを一定の基準まで学習するのに必要た試行数は，

リストの項目呈示速度に依存し，一般に，提示速度をお

そくすると基準までの試行数が減少することが知られて

いる。Bugeski（1962）はユ〕，CVC構成の対連合学習を

種々の項目対提示遠度の条件で統制Lた実験を行なった。

Bugeskiの実験の結果は1〕，暗記学習の事態で一定のリ

ストをプ定の基準まで学習するのに必要た時問カミ試行内

配分の仕方によらず一定であることを示唆Lている。

　しかしながら，項目あたりの学習所要時間は，項目に

性質，たとえぱ，熟知度，連想価などによって変化する

ことが考えられる。

　したがって，項目の性質を変化させ，かつ1試行内の

時間配分を変化させるとき，すなわち，項目呈示速度を

変化させた際，被験者が試行中に呈示される項目に均等

に注意を払うかどうか，また，1試行中に被験老が何回

リハーサルを行なうかということが間題となる。

　聴覚障害者は，記’慮スパソ，コーディソグの方法が健

聴者と異なっていることが示されており，2）・3）記憶に及ぼ

す項目の性質と項目呈示時問に対する影響は，健聴老と

は異なることが予想される。

　LかLながら，以上の諾点を考慮した研究はまだなさ

れていたい。

　また，文が，（1）丈が項目の系列という側面と（2）意味の

まとまりという側面，という2つの側面をもつものと考

えると両者を比較検討する必要があろう。

　更に，項目の性質を変化させた際の再生量を見るため

に，熟知度をとりあげ検討することとする。

　以上のことから，本研究の目的は，文字（項目）の呈

示方法・呈示時問及び熟知度が文記憶にどのような影響

を与えているのかを検討することである。

n　目　　的

　聴覚障害者の文記憶に及ぼす呈示時問・呈示方法及び

熟知度の影響を明らかにするために，再生法により，系

列刺激におげる正再生項目数及び再生パタソについて，

検討する。

　具体的には，以下の点について検討する。

　（1）助詞を含またい系列刺激における呈示方法の検討

　（2）助詞を含む系列刺激におげる呈示方法の検討

　（3）丈記億に及ぼす熟知度と呈示時問の検討’

　（1）は，実験1で，（2）は実験皿，（3）は実験皿で検討する

こととする。

皿　方　　法

皿一1　実験I

＜目的＞

　聴覚障害者の文記憶に及ぽす呈示方法の影響を明らか
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表1　実験文の例

（E理I）

　　　NS－1：

　　　　F－21

　　　NS－21

　　　NS－31

L　は　きせ　拒ゆ
やま　かみ　あさ　まつ

ゆな　へゆ　なぬ　そひ

ようせ　てとひ　よかえ

いか　あお

へお　れめ

ひたゆ　あけし わなち

（EXp皿）

　　　　FH：　おとこ

　　　　FL：てんぐ

　　　　F2；　圭圭

　　　NS1：　j＿

　　　NS3：　込
　　　NS3：　たじん

が

が

が

が

が

が

おんな に

に

に

に

に

に

ふるい めがね　を

へちま　を

つき　　を

　あ　　を

りに　　を

びらか　を

わざと　おくり

いたち くさい だいぶ　ねだり

そら

上
坐
ぎさや

はな

五
堕
うかだ

ごい

立
坐
れんて

辿
主
蛙
ぬいご

ました。

ました。

ましたρ

ました。

ました。

ました。

（廻Xp皿）

　　　　FH：　こども　が

　　　　FL1　おうむが
　　　NS3：　たきわ　が

きりん

もぐら

じざる

に

に

に

すごい

まずい

ほうみ

おやつ　をすこしあたえ　ました。

しらせ　を　やはり　かくL　ました。

るいび　を　ろめら　ぎんえ　ました。

にするために，再生法により，助詞を含まない系列刺激

における項目の正再生率及び再生パタソについて継時

呈示法と同時呈示法を比較検討する。

　具体的には，以下の点について検討す飢

　（1）1秒継時呈示法・5秒同時呈示法と正再生率の関

　　係

　（2）1秒継時呈示法・5秒同時呈示法と系列位置曲線

　　の関係

　（1）と（2）について，聴覚障害者で検討する。

　本研究で用いる1秒継時呈示法とは，項目毎（文節毎）

に1秒問呈示することであり，5秒同時呈示法とは，

項目全体（文節全部）を5秒間呈示する方法である。

＜方法＞

　（1）被験者

　被験者は，ろう学校高等部生徒で，視力正常であり，

知能障害をともなわ汝いものである。年齢は15歳から18

歳であり，聴力損失の程度は，80dBからスケールァウ

トのものであった。

　1秒継時呈示条件は22名，5秒同時呈示条件は22名で

あり，計44名であった。

　（2）装置

　オ｝バー’ヘッド’プロジェクターを用いた。

　（3）材料

　表1は用いたリストを示している。F3リストとは，

3音節で熟知度の高い単語からなるリストであり，F2

リストとは，2音節で熟知度の高い単語からなるリスト

NS2である。N　Sリストとは，無意味綴2音節からた

るリストであり，N　S3リストとは，無意味綴3音節から

なるリストである。なお，この無意味綴3音節からなる

リストである。なお，この無意味綴はF3リストに用い

た音節をラソダムにしたのちに，2個，あるいは3個に結

合したものである。いずれも，1リストは6項目からなる。

　（4）手続き

　約7～8名ずつの集団検査とした。リストは，視覚的

に呈示L，刺激呈示後，規定の用紙に直ちに書記再生を

させた。4種類のリストの呈示順序はラソダムとし，各

リストは2回呈示Lた。

　ユ秒継時呈示法において，1系列内の各項目の呈示時

間は1秒とし，項目問隔は1秒とした。再生時間は30秒

とした。

　5秒継時呈示法において，ユ系列を5秒問呈示し，再

生時問は30秒とLた。

　（5）結果の処理

　各々のリストに含まれる項貝と同じ再生反応を正答と
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表2　差の検定
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図2　助詞無系列におげる呈示条件別の系列位置曲線

　　　　　　　（N　S1とF2の場合）

Lた。

　分析の視点は，各々のリストに含まれる項目の正再生

率及び再生パタソについて，一1秒継時呈示条件と5秒同
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図3　助詞無系列における呈示条件別の系列位置曲線

　　　　　　　（N　S2とN　S3の場合）

時呈示条件と此較検討することである。

　＜結果と考察＞

1．再生率の比較

図1は，両条件におけるリスト別の再生項目数の比較を

示している。図1から明らかなように1音節リストにお

いては，5秒間条件の方が再生項目数はよいが，他のリ

ストにおいては，1秒条件め方が再生項目数がやや上回

っている。表2は両条件におけるリスト別の再生項目数

の差の検定を行たった結果を示してい乱それによると，

いずれも有意差が示されたかった。

2．系列位置曲線の比較

　N　S1リストにおいては，5秒条件の方が再生率がよ

い。これは，系列の前半がよく再生されたためである。

逆に，終末においては，1秒条件の方が再生率が上回っ

ていることが示された。

　F2リストにおいては，前半に5秒条件の方がよく再

生されているが，後半は1秒条件の方がよく再生されて

いる。

　このように，再生率は2条件において差はみられたい

が，反応パタソからみると，1秒条件では，終末に再生

がよく，5秒条件では終頭に再生がよい。こめことは，

、一13一



表3　差の検定表

リスト

FH FL F2 NS1 NS全 N－S3
星示
方法

1砂 x 5．35 4．16 4．76 4．82 2．27 ’2．28

呈示 S．D
1ユ．13 1．79一．1－60 1．63 1．72 1．63

■

5秒 x 5．10 2．27 4．10 4．76 1．63 1．22
呈示 SD ユ．38 1．83 1．90 ユ．59 1．30 1．13

＊＊ ＊

t O．6433．3841．128 0．121 1．361 2．450

（再生項目数）

（＊P＜0．05　　＊＊P＜0．01）

　　6　　　　　　　　　　　　　r1秒
　　5　　　　　　　　　　　　H5秒

　　4
　　3
　　2
　　ユ

　　0　FH　FL　F2NS1NS2NS3（リスト）

　　図4・’両条件におけるリスト別の再生項目数

聴覚障害者のメ1ノリー・スパソの広さに関連Lているこ

と．を示唆する。

　皿一I　実験皿

　＜目的＞

　実験Iでは，系列刺激に助詞をもたせない場合の呈示

方法の影響を検討Lた。

　実験Iでは，系列刺激に助詞をもたせることにより，

呈示方法の影響を検討するものであり，実験Iと実験1

を比較し，系列刺激の意味のまとまりと呈示方法との関

係を明らかにするものである。これにより，聴覚障害者

の文記憶に及ぼす呈示方法の影響を明らかにすることを

目的とする。

　＜方法＞

　（1）被験老

　実験Iと同じである。

　（2）装置

　オーバー’ヘッド’プロジェクターを用いた。

　13）材料

　表1は用いたリストの一部を示Lたものである。リス

トの基準は，実験Iと同様であり，6丈節からたるもの

で，構文は「～が～に～を～ました」である。

　（4）手続き

　実験Iと同じである。

　（5）結果の処理

　実験Iと同じである。

　＜結果と考察＞

1．再生率の比較

　図4は，両条件におけるリスト別の再生項目興の比較

を示したものである。表3は，両条件におけるリスト別

の再生項目数の差の検定を行なった結果を示Lているq

それによると，一F　Lリストにおいて1％の有意差が示さ

れた（加3．38，♂∫＝42）。またNS3リストにおいて

は5％の有意差がみられた（ま＝2．48，〃＝42）。このこ

とは，単語の熟知度が低くなると呈示方法の影響を受け

ることを示唆する。

2・　系列位置曲線の比較

　図5，図6，及び図7は，各条件ごとにおけるリスト

別の各系列位置の再生率を示Lている。

　FHリストにおいて，両条件ともほぼ直線的な傾向で

あり，あまり系列の効果はうげたいことが示されている。

Lかし，’系列の4と5は他の位置に比べやや再生が劣る

傾向がある。

　一方，F　Lリメトにおいて，F　L’の1秒条件はFHの

1秒条件よりも再生率は劣るが，同じようた系列位置曲

線を示Lている。それに対して，FLの5秒条件は；系

列の如めにおいては1秒条件よりも再生率はよいカミ，’系

列の後半印・ては・秒条件よりも再生率は劣／・．一かq
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図5　助詞有系列における呈示条件別の系列位置曲線

　　　　　　　（F亘とF　Lの場合）
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助詞有系列における呈示条件別の系列位置曲線

ほぽ直線的た傾向を示している。

　FHとF，Lは，まとまった意味をもたせた系列すたわ

ち，完全文であり，文は無意味綴の記憶に示されるよう

なU字型の系列位置曲線を示さないことが明らかとなっ

た。

　N　S1のリストは，両条件ともF　Hリスト，の系列位置

曲線と類似なパタソを示Lている。

　それに対して，N　S2とNS3のリストは，N　S1と

は異なっている。1秒条件は，NS2とN　S3のリスト

と共に初頭効果がみられる。それに対して，5秒条件は，

終末効果がみられない。

　F2リストにおいて，5秒条件は系列の後半になるに

つれて再生率が下がる傾向にある。

　＜討論＞

　実験Iと実験1の結果に基づき文記憶に及ぼす呈示方

法の影響について述べる。

　実験Iでは，呈示方法のちがいによる再生率の差は示

されたかった。再生パタソにおいてはちがいがみられた。

　実験Iでは，単語の熟知度の熟知度が低くなると呈示

方法の影響がみられた。また，文と無意味綴を項目とL

助詞を含んだ系列とは，再生パタソが異なることが示さ

れた。

　このような結果から考えられることは，熟知度が低い

場合，文の呈示において，文節毎に呈示した方が記憶さ

れやすいことである。すなわち，遂語的な記憶をしてい

ることが推察される。逆に，5秒条件においては，呈示

時間内に文意をつかむことや熟知されていたい項目を記

銘するのは困難であることが推察される。

　このように，文記憶に及ぼす呈示方法の影響は文に含

まれる単語の熟知度と呈示方法の相互作用によるもので

あることが推測される。従って，さらに呈示方法を一定

にした場合の呈示時間の変化と文に含まれる単語の熟知

度との関係が検討される必要がある。

　皿一皿　実験皿

　＜目的＞

　実験皿の目的は，聴覚障害老において，熟知度と墨示

時問が文記憾けどのような影響を与えているのかを検討

．することである。

　（仮説）熟知度が高けれぱ，呈示時間は少なくてすむ

　であろう。逆に，熟知度が低けれぱ呈示時問は多くか

　かるであろう。

　この仮説を実験的に検討することが本実験の目的であ

る。

　＜方法＞
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　（1）実験計画

　3×4の要因計画を用いた。要因は，熟知度と呈示時

問である。熱知度は，高‘低・低低の3条件であり，呈

示時問は，5秒‘iO秒‘15秒・20秒の4条件である。

　（2）被験者

　被験者は，ろう学校高等部生徒で，視力正常であり，

知能障害をともたわないものである。年齢は，15歳から

18歳であり，聴力損失の程度は，畠0dBからスヶ一ルァ

ウトめものであった。なお，実験IとHの被験者とぱ異

なる。

　5秒呈示条件5名，10秒呈示条件ぱ5名，15秒皇示条

件15名，20秒呈示条件は25名，計50名であった。なお，

統計処理の際には，各群よりラソダムに5名をとり，分

析の対象とした。

　（3）装置

　0・H・Pを用いた。

　（4）材料

　表1は，用いたリストめ一部を示している。熟知度の

測定は，4段階評定法で聴覚障害児を対象とLてなされ

た6FHは，熱知度が3．60～4．00のものであり，F　Lは

2．OO～2．60　ものである。NS3は，FHとF　Lの音節

をラソダムにくみあわせたものである。1リストは6文

節からなるものセある。

　（6）手続

　5～10名ずりの集団検査とした。リストは視覚的に呈

示L，呈示時間は，5秒，10秒，15秒，20秒とした。以

下，実験五とπと同様な手続きとLた。

　（6）結果の処理

　各々のリストに含まれる項目と同じ再生を正答とした。

　分析の視点は，3×4の分散分析を行ない熟知度と呈

示時問の主効果，交互作用を検討することである。

　く結果と考察＞

　（1）再生率の比較

　図8は，呈示時問と熟知度との関係を示したものであ

る。表4は，呈示時問と熟知度についての2要因の分散

分析を行たった結果を示Lている。それによると，熟知

度に主効果がみられ（F＝120．06，力＜O．05），熟知度と

呈示時問の間には交互作用がみられなかった（F＝1．12，

力＞0．05）。このことは仮説を支持せず，呈示時間の影響

はみられたく，熟知度が重要た要因であることを示して

いる。すなわち，呈示時間が多く，リハーサルを重ねて

も，呈示された丈の熟知度による影響の方が顕著であり，

聴覚障害者は，N　S3やF　Lといった熟知度の低い材料

を短期問に保持するのは困難であることを示している。

（正再生項目数）
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1

　　　　　　　　　　　　　　◎5秒
　　　　　　　　　　　　　　●10秒

　　　　　　　　　　　　　　△15秒

　　　　　　　　　　　　　　x20秒

　　　　　　　　　　　　　　（リス。ト）

NS3　　　FL　　　FH

図8　熟知度と呈示時間の関係

呈示条件ごとにt検定を行なった。表5から表8柱，各

条件ごとにおげる熟知度の高低問の再生項目数の差の検

定を行たった結果を示Lている。

　（2）系列位置曲線

　図9，図10，図11は，各々の熟知度のリスト別め系列

位置曲線を示している。

　図9は，FHリストの系列位置曲線を示しており，5

秒条件は，ほぼ一直線の傾向を示し，10秒条件は，系列

位置における第5番目の再生率が他の位置より劣るが，

5秒条件と同じようなバタソを示Lている。15秒条件と

20秒条件は、ほぼ向じようなパタソを示している。一従っ

て，今回の実験において，5秒条件‘10秒条件の呈示時

間とでは，リハーサルの様相が異たっていることが推測

される。

　図10は，FLリストの系列位置曲線を示している。10

秒呈示条件が他とは異なったパタ！を示Lており，他の

3条件は，比較的似たパタソを示Lているbすたわち，

系列位置が後半にたるにつれて再生率が†がる傾向が示

されている。

　図11は，N　S3のリストの系列位置曲線を示Lセいる。

図から明らかなように呈示時間のちがいによるパタソの

ちがいはみられない。また，初頭効果が顕著である。

1V　おわリに

　聴覚障害者の記憶に関ずる基礎的た研究とLて，女記

憶に及ぼす呈示方法・呈示時問と熟知度との影響が検討

された。その結果，文に含まれる単語の熟知度の影響が

明らかにされたo

　こうLた結果をふまえ，聴覚障害老に対して言語教育

を行たう場合，熟知度の高い単語を構成した文を使用す
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表5　t検定表（5秒条件）

FH FL NS-3 

FH l ---l 
FL l 2. 38*1 --+1 
NS3 l 8'226 l *' * * 1' 980 l~¥¥ 

（＊P＜O．05　　＊＊＊P＜O．001）

表6　t換定表（10秒条件）
＼　　リスト　　＼　　　㌔㌔リスト　＼＼

FH FL NS－3

・亘1＼1 1
・・1 ・…1＼1
…　1 ・・欝1 …り＼＼＼

（正再生率）

（＊一P＜0．05　　＊＊P＜0．01）

表7　t検定表（15秒条件）

1C0

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

　　　　　　　　　　　　　10秒
月　　　　　　　　　　　　　　　　　　5秒

　　　　　　x　　　　　　　　　　　　　15秒
　　　　　　　　　　　　　20秒

H5秒←二三10秒
］15秒
H20秒

¥._ y ;~ h ~ ;~ h +¥ 

FH FL NS-3 

FH l 
FL l 1'794 l 

Ns3 I I *** 6' 976 1' 966 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（杜置）
1　　2　　3　　4　　5　　6
図9　熟知度がFの場合の系列偉置曲線

（正再生率）

（＊＊＊’P＜0，001）

表8　t検定表（20秒条件）

ユ00

90

80

70

60

50

40

30

20

ユ0

　0

＼
＼／

H　5秒
H10秒』△15秒
米H20秒

¥ ~7,h . v ;~ h ¥-¥ 

FH FL NS-3 

FH I 
FL [ 2'756 I¥¥'1 * 

Ns3 l l *** ** 6' 779 3' 441 ・・芝王1

（＊P0．05　＊＊＜O．05　＊＊＊P＜0，001）

ることが望ましいと考えられる。特に呈示時間と熟知度

に交互作用が示されなかったことから，言語指導におい

て，文字の提示方法・提示時間は更に検討すべき間題だ

といえよう。

　今後は，文から文章へと言語学的単位を拡大L，文章

記憶・理解の様相の一端を明らかにしたいと考えている。
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Summary 

'The '~3xperimental Study on 'Sentence Momory in the Hearin~ Impair-ed 

Shigeyuki Tsuzu ki and Akira Okada 

T'he purpose of this investigation was to study the aspect both the way of presentation 

and th~ time of presentation and familli･arity of words in order to discuss 'the sentence memory 

+i,n .the .h.ea.r.i,ng impair.ed. ･ , , 

This investigation consists of three experiments, Exp. l, Exp. 2, Exp. 3. 

Exp. I ; The zi'im of this experiment is to clarify the effec,t the way of presen:tstion on ser.ial 

recall. 

Exp. 2 ; The ailn of this experi,menit 'is to clarify the effect 'of the w,ay ~of -presentation -on 

sentence recall. 

~Exp. 3 ; The ~a:im ~~f ithis e~;periment is to clarify the effect of interac;tion the presentation 

and familia:r;ity .o'f words on ,sentence memory. 

Procdure ; In :*sferial recall, they wrote,down the serial of six items in the order presensatation 

immedia,tely a:fter their seeing visually :~timulis. 

The main results and discussion were as follows ; 

Exp. I ; The difference of the time (,f presentation was -no,t -significant. 

Exp. 2 ; The difference of the time o~ presentation was si~nificant in F-L '1ist. 

~;xp. 3 ; The m'ain effect of the familiarity was significanted. 'but the fnteraction between 

"tne ;faniil,iarity and 'the ~time of presentation. 

It was concluded that sentence memory in the hearir~g inlpaired =shows the important 

familiarity. They had difficulties in m,emorizing -the serial list "of nonsence syllable and the 

sentence ".of ~the word of low familiarity. 
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